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に
ち

ぜ
ん
ぐ
う

ひ
の
く
ま
く
に
か
か
す
じ
ん
ぐ
う

日
前
國
懸
神
宮
（日
前
宮
）御
鎮
座
客
記

和

歌

山

市

秋

月

鎮

座

日
　
一則
　
大
　
静

相

殿

相

殿

謹
み
て
按
す
る
に
日
前
大
紳
國
懸
大
紳
は
　
天
照
陽
乃
大
神
の
前
霊
に
座
し
ま
し
て
其
の
稜
威
名
状

す
べ
か
ら
さ
る
な
り
大
古
　
天
照
大
神
の
天
の
岩
窟
に
幽
居
ま
し

ヽ
時
群
紳
憂
ひ
迷
ひ
手
足
措
く
所

を
知
ら
ず
諸
紳
思
兼
神
の
議
に
従
ひ
て
種
々
の
幣
畠
を
備

へ
大
御
心
を
慰
め
和
は
し
奉
る
に
営
り

石
凝
姥
命
天
香
山
の
銅
を
採
り
て
大
御
神
の
御
像
を
躊
造
し
奉
る
。

こ
れ
伊
勢
大
静
宮
奉
祀
の
八
腿
鏡
　
日
前
紳
宮
奉
祀
の
日
像
鏡
　
國
懸
神
宮
奉
祀
の
日
矛
鏡
と
な
り

而
し
て
天
孫
降
臨
し
給
ふ
に
営
り
日
像
鏡
日
矛
鏡
を
以
て
紀
伊
國
造
家
肇
祀
天
道
根
命
に
授
け
給
ひ

責
酢
の
無
窮
を
所
ら
し
め
　
耐
武
天
皇
天
道
根
命
を
以
て
紀
伊
國
造
と
な
し
給
ふ
の
時
紳
鏡
を
名
草

郡
毛
見
郷
に
奉
祀
す
毛
見
の
濱
の
宮
是
れ
な
り
　
垂
仁
天
皇
十
六
年
紳
詰
に
檬
り
て
同
郡
萬
代
官
に

遷
し
奉
り
永
く
鎮
座
の
地
と
し
て
今
に
至
れ
り
是
を
以
て
日
前
紳
宮
奉
祀
の
紳
の
御
名
を
日
前
大
紳

と
稗

へ
奉
り
國
懸
紳
宮
奉
祀
の
紳
の
御
名
を
國
懸
大
紳
と
稗

へ
奉
る
共
に
　
天
照
大
紳
と
御
同
性
に

座
し
ま
す
な
り
故
に
紀
氏
歴
代
奉
仕
し
上
下
の
算
崇
殊
に
厚
く

一
般
に
は
日
前
宮
と
稀
し
て
親
み
を

持
ち
今
に
至
る
。

然
る
に
中
世
御
炎
上
の
事
あ
り
加
ふ
る
に
天
正
の
兵
乱
に
侵
さ
れ
て
境
内
紳
殿
と
も
甚
だ
し
ぐ
荒
康

し
た
り
し
を
南
龍
公
入
國
の
後
廣
を
興
し
社
殿
を
建
立
せ
ら
れ
明
治
四
年
紳
格

の
制
を
治
定
さ
ら

る

ヽ
や
勅
し
て
官
幣
大
祗
に
列
し
以
て
敬
静
拿
租
の
大
義
を
示
し
給

へ
り
然
れ
と
も
社
殿
其
の
他
の

施
設
筒
未
だ
往
時
を
忍
ぶ
に
足
ら
ず
大
正
八
年
國
費
を
以
て
境
内
建
物
全
部
の
改
善
工
事
を
施
工
せ

ら
れ
大
正
十
五
年
二
月
を
以
て
工
を
完
う
す
。

御

神

徳

日
前
宮
は
紀
伊
之
國

一
之
宮
に
し
て
天
照
陽
乃
大
紳
を
祀
る
　
日
前
國
懸
大
神
は
そ
の
御
別
名
に
ま

し
ま
し
て
太
陽
の
御
徳
を
蒙
り
生
と
し
生
け
る
凡
て
の
も
の
に
御
蔭
を
戴
き
生
々
嚢
展
を
な
し
人
々

の
縁
を
結
び
う
け
い
（結
婚
）
の
徳
を
さ
ず
け
生
活
の
基
本
を
守
り
給
ひ
古
来
よ
り
深
き
信
仰
を
持

つ

国

懸
祭
神

作「 所申
宮

由 國

懸

緒 大

澤申

日

月リ

祭
神
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女蓼祀 [宋
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場

´

楯

メ

祠

御

由

天
孫
御
降
臨
の
時
天
道
根
命
徒
臣
と
な
り
齋
祭
す
　
其
の
後
　
紳
武
天
皇
即
位
二
年
春
二
月
天
道
根

命
に
紀
伊
國
を
賜
は
り
國
造
職
に
補
せ
ら
る
明
治
十
年
二
月
二
十

一
日
官
命
を
以
て
日
前
國
懸
雨
耐

宮
撮
■
に
定
め
ら
る
。

御

由

緒

往
古
よ
り
境
内
に
鎮
座
す
國
造
家
譜
に
曰
く
名
草
彦
命
は
天
道
根
命
　
第
五
代
大
名
草
彦
命
並
大
名

草
姫
命
を
祀
り
中
言
祀
と
称
す
名
草
郡
の
地
主
の
耐
な
り
　
故
に
郡
村
の
紳
祗
に
此
紳
を
祭
る
最
も

多
し
明
治
十
年
二
月
二
十
六
日
官
命
を
以
て
日
前
國
懸
雨
耐
宮
撮
走
に
定
め
ら
れ
　
地
主
の
紳
と
し

て
写
崇
さ
る

一
、
境

内

末

証
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一
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境
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線
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祭

天御紀元歳
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祭祭祭祭祭

十 四二一一

百月月月月
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日日日日日
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祭

―
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新
穀
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